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HTLV-1対策推進協議会　構成員（2015.9
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厚生労働省（健康局）
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ATLウイルス母子感染防止研究協議会関連協
議会　委員

長崎県

森内浩幸・教授
新生児聴覚検査推進事業検討協議会　委員
（2012.5～）

長崎県（福祉保健部）

森内浩幸・教授
保健医療対策協議会「小児･周産期･産科医
療確保対策部会」　委員（2012.1～）

長崎県（福祉保健部）

森内浩幸・教授
長崎県アレルギー疾患医療連絡協議会　委
員（2018.10～）

長崎県（福祉保健部）

森内浩幸・教授
親子支援ネットワーク地域協議会　委員
（2018〜)

長崎市（子育て支援課）

森内浩幸・教授
西海市予防接種健康被害調査委員会　委員
（2015.8～）

西海市

森内浩幸・教授
先天性代謝異常等検査事業検討協議会　委
員（2014.1～2025.1）

長崎県（こども家庭課）

森内浩幸・教授 指定難病審査会　委員（2014.12～） 長崎県

森内浩幸・教授 対馬市予防接種健康被害調査委員会　委員 対馬市

森内浩幸・教授 時津町予防接種健康被害調査委員会　委員 時津町

森内浩幸・教授 大村市予防接種健康被害調査委員会　委員 大村市

森内浩幸・教授 島原市予防接種健康被害調査委員会　委員 島原市

森内浩幸・教授
小値賀町予防接種健康被害調査委員会　委
員

小値賀町

森内浩幸・教授 医事関係専門　委員（2012.10～） 長崎地方裁判所

森内浩幸・教授 長与町予防接種健康被害調査委員会　委員 長与町

森内浩幸・教授
新上五島町予防接種健康被害調査委員会　
委員

新上五島町
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森内浩幸・教授 学校医部会　委員長（2014.6～） 長崎県医師会

森内浩幸・教授
母子保健・少子化対策等検討委員会　委員
長（2014.6～）

長崎県医師会

森内浩幸・教授 評議員（2012.4～） (財)長崎県健康事業団

森内浩幸・教授 長崎結核対策委員会　委員（2013.5～） 長崎市教育委員会→長崎結核対策委員会

森内浩幸・教授
長崎県難病医療連絡協議会　理事（2018.6
～)

長崎県難病医療連絡協議会

森内浩幸・教授 がん対策部会　委員（2019.4～) 長崎県保険医療対策協議会　がん対策

森内浩幸・教授
腫瘍統計委員会及び長崎腫瘍組織登録委員
会　委員

長崎県医師会

森内浩幸・教授 理事（2022〜） 長崎県医師会

森内浩幸・教授

理事（九州・沖縄ブロック）（2016～），
教育委員会　委員（2012.11～），小児感染
症専門医検討委員会委員（2012.11～），将
来計画委員会委員（2012.11～）渉外、広報
（2016～）, 理事長 (2021.11~)

日本小児感染症学会

森内浩幸・教授
ウイルス検査体制委員会　委員（2018-
2021），ウイルス編集委員会　委員（臨床
医学）（2016～）, 理事（2020~2023)

日本ウイルス学会

森内浩幸・教授

医学用語管理委員会　委員（2013.4～），
不適切用語を含む医学用語の検討ワーキン
ググループ委員長（2019.10～）、遺伝用語
検討ワーキンググループ委員、用語表記基
本指針策定ワーキンググループ委員

日本医学会

森内浩幸・教授

代議員（2013.11～），理事（2018.4～
2022.4），予防接種・感染症対策委員会　
委員（2012.6～），用語委員会　委員
（2012.9～），九州地区代議員議長
（2020.2〜2022.2），長崎地方会　会長

日本小児科学会

森内浩幸・教授 評議員（2014.10～）, 理事 (2020~) 日本母乳哺育学会

森内浩幸・教授 評議員 日本感染症学会

森内浩幸・教授 理事（2019.12~) 日本ワクチン学会

森内浩幸・教授
幹事（2017.6～），臨床とウイルス編集委
員会　委員（2017.6～）

日本臨床ウイルス学会

森内浩幸・教授 顧問
先天性トキソプラズマ&サイトメガロウイルス
感染症　患者の会「トーチの会」

森内浩幸・教授 編集顧問 月刊「医学と薬学」

森内浩幸・教授
理事（2015.8～），総務委員会　委員，診
療委員会　委員，倫理利益相反委員会　委
員長

日本HTLV-1学会

森内浩幸・教授 評議員（2015.8～） 九州学校保健学会

中嶋有美子・講師
非常勤医師（乳幼児健康診査）（2013.4
～）

長崎市（中央総合事務所　地域福祉課）

中嶋有美子・講師
長崎市小児慢性特定疾病審査会　委員
（2017.3～2024.4）

長崎市（こども健康課）

森内浩幸・教授 アドバイザー（2016.4～） 西村あさひ法律事務所

森内浩幸・教授 Lovebaby推進委員会　委員（2018.7～) テレビ長崎

伊達木澄人・准教授
先天性代謝異常等検査事業検討協議会　委
員（2014.1～2025.1）

長崎県（こども家庭課）

伊達木澄人・准教授 附属学校　学校医（2016.4～） 長崎大学教育学部
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競争的研究資金獲得状況（共同研究を含む）

伊達木澄人・准教授
長崎結核対策委員会　委員（国立学校学校
医代表）（2018.4～)

長崎結核対策委員会

伊達木澄人・准教授

評議員（2017.9～），薬事委員会　委員
（2017.9～），あり方委員会　副委員長
（2017.9～），遺伝子診断委員会　委員
（2017.9～）、骨代謝委員会（2021〜）

日本小児内分泌学会

里　龍晴・助教
「障害ある子どもの医療サポート事業」に
おける指導医（2018.8～）

長崎県教育庁（特別支援教育課）

舩越康智・助教
長崎市夜間急患センター運営協議会　委員
（2022〜）

長崎市医師会（指定管理者）

伊達木澄人・准教授 評議員 日本マススクリーニング学会

伊達木澄人・准教授 評議員 日本内分泌学会九州支部

橋本邦生・助教 幹事 日本小児IBD研究会

橋本邦生・助教 小児周産期リエゾン 長崎県

橋本邦生・助教
評議員、教育委員会、資格認定委員会、疾
患登録委員会

日本小児リウマチ学会

研　究　題　目

森内浩幸・教授 日本学術振興会 分担

科学研究費助成事業　国際共同研究加速基金
(国際共同研究強化(B))「Molecular 
epidemiology, antiviral resistant 
variants and therapeutic options of 
hepatitis B and C in Nigeria」

伊達木澄人・准教授 日本学術振興会 代表

森内浩幸・教授 日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業 基盤研究(C)：コロナウ
イルスは川崎病の誘発因子か？：PCRと抗体検
査による網羅的解析（2023年度〜2025年度）

森内浩幸・教授 日本医療研究開発機構 分担

臨床研究・治験推進研究事業：先天性サイト
メガロウイルス感染児の遅発性難聴を対象と
したバルガンシクロビル塩酸塩ドライシロッ
プの有効性および安全性を評価する多施設共
同プラセボ対照ランダム化並行群間比較試験
（VGCV-3）（研究代表者：森岡一朗　2024年
度〜2027年度）

氏名・職 資金提供元/共同研究先 代表・分担

科学研究費助成事業 基盤研究(C)：新規症候
性疾患ROBO1異常症における臨床的、分子遺伝
学的研究（2023年度〜2025年度）

伊達木澄人・准教授 厚生労働省 分担

難治性疾患等政策研究事業（難治性疾患政策
研究事業）：間脳下垂体機能障害に関する調
査研究（研究代表者：大月　道夫　2023年度
～）

森内浩幸・教授 日本医療研究開発機構 分担

成育疾患克服等総合研究事業
母子感染のリスク評価と先天性感染の新たな
診断・予防法の開発研究：分担課題　臍帯組
織による先天性CMV感染体外診断薬の開発、イ
ムノクロマト法を用いた新たな尿中CMV迅速診
断法を開発、新生児尿CMVスクリーニングの
フィジビリティ検証研究，管理指針・感染予
防策の情報提供と医療相談 （研究代表者：森
岡　一朗　2023年度〜2024年度）

森内浩幸・教授 こども家庭科学 分担

こども家庭科学研究費補助金：成育疾患克服
等次世代育成基盤研究事業
HTLV-1キャリア妊産婦の支援体制の構築に関
する研究 （研究代表者：内丸　薫　2023年度
〜）
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特 許

その他
 非常勤講師

里　龍晴・助教 日本医療研究開発機構 分担

長寿・障害総合研究事業　障害者対策総合研
究開発事業：脳脊髄液減少症の病態生理と診
断法の開発：分担課題名　脳脊髄液減少症の
診断と治療の妥当性に関する助言（研究代表
者：荒木　信夫　2020年度～）

森内浩幸・教授
ヒト免疫不全ウイルス感染・増
殖抑制剤

2004年10月22日 2011年8月5日 特許第4792561号

氏名・職 特　許　権　名　称 出願年月日 取得年月日 番号

森内浩幸・教授 非常勤講師（小児看護学Ⅰ）（2014.4〜） 長崎県立大学シーボルト校

伊達木澄人・准教授 非常勤講師（小児看護学Ⅰ）（2014.4〜） 長崎県立大学シーボルト校

氏名・職 職（担当科目） 関　係　機　関　名

森内浩幸・教授 非常勤講師（こどもの保健I・栄養） 長崎大学教育学部

橋本邦生・助教 非常勤講師（小児看護学Ⅰ）（2014.4〜） 長崎県立大学シーボルト校

橋本邦生・助教
非常勤講師（小児看護学方法論Ⅰ）
（2016.4〜）

長崎市医師会看護専門学校

伊達木澄人・准教授
非常勤講師（小児看護学方法論Ⅰ）
（2016.4〜）

長崎市医師会看護専門学校

伊達木澄人・准教授
非常勤講師（こどもの保健I・栄養）
（2018.4～)

長崎大学教育学部

舩越康智・助教
非常勤講師（小児看護学方法論Ⅰ）
（2016.4〜）

長崎市医師会看護専門学校

小形　勉・助教 非常勤講師（小児看護学Ⅰ） 長崎県立大学シーボルト校

里　龍晴・助教
非常勤講師（小児看護学方法論Ⅰ）
（2016.4〜）

長崎市医師会看護専門学校

里　龍晴・助教 非常勤講師（こどもの保健I） 長崎大学教育学部

桑原義典・助手
非常勤講師（小児看護学方法論Ⅰ）
（2024.4〜）

長崎市医師会看護専門学校

佐々木理代・助手
非常勤講師（こどもの保健I・栄養）
（2024.4〜）

長崎大学教育学部

桑原義典・助手 非常勤講師（小児看護学Ⅰ）（2024.4〜） 長崎県立大学シーボルト校
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 新聞等に掲載された活動
氏名・職 活動題目 掲載紙誌等 掲載年月日

活動内容の概要と
社会との関連

森内浩幸・教授
別名は「プール熱」物の共有
回避が有効

毎日新聞 2024年1月6日
「プール熱」を予防するため
の注意点を解説し、子どもの
健康保持に貢献した。

森内浩幸・教授
「コロナワクチン後遺症」そ
の真実はどこにあるのか

週刊ポスト 2024年3月29日
新型コロナウイルス感染症の
後遺症について解説し、読者
の不安に応えた。

森内浩幸・教授
コロナワクチンそれでも打つ
べきか？

週刊文春 2024年4月25日

新型コロナワクチンのメリッ
ト・デメリットについて解説
し、接種を迷っている人の検
討材料とした。

森内浩幸・教授
RSウイルス感染症
たったひとつの対応策

日刊ゲンダイ 2024年6月10日

乳児のRSウイルス感染症の重
症化を防ぐ新しい手段が登場
したことを解説し、オプショ
ンを提示した。

森内浩幸・教授
コロナ影響「過小評価」大学
教授ら批判

愛媛新聞 2024年6月25日

国立感染症研究所が発表した
新型コロナウイルス感染症の
被害状況の問題点を指摘し、
国民を守るためのより良い対
策に繋げるよう提言した。

森内浩幸・教授
コロナ対策役立たない　感染
研データ批判の声

中国新聞 2024年6月25日

国立感染症研究所が発表した
新型コロナウイルス感染症の
被害状況の問題点を指摘し、
国民を守るためのより良い対
策に繋げるよう提言した。

森内浩幸・教授 感染研発表データに批判 佐賀新聞 2024年6月26日

国立感染症研究所が発表した
新型コロナウイルス感染症の
被害状況の問題点を指摘し、
国民を守るためのより良い対
策に繋げるよう提言した。

森内浩幸・教授
感染研データ「コロナ対策に
役立たない」

長崎新聞 2024年7月1日

国立感染症研究所が発表した
新型コロナウイルス感染症の
被害状況の問題点を指摘し、
国民を守るためのより良い対
策に繋げるよう提言した。

森内浩幸・教授
感染研発表の「超過死亡」計
算法　コロナ対策に役立たな
い.pdf

東京新聞（夕刊） 2024年7月3日

国立感染症研究所が発表した
新型コロナウイルス感染症の
被害状況の問題点を指摘し、
国民を守るためのより良い対
策に繋げるよう提言した。

森内浩幸・教授 長崎大BLS4稼働へ審査 長崎新聞 2024年7月21日

長崎大学に設置されたBSL-4施
設が厚生労働大臣指定を受け
るための準備が進んでいるこ
ととその意義について解説
し、日本社会にもたらすメ
リットについて国民に知って
もらうことを試みた。

森内浩幸・教授
国が進める感染症研究　中核
担う

長崎新聞 2024年7月21日

長崎大学に設置されたBSL-4施
設が厚生労働大臣指定を受け
るための準備が進んでいるこ
ととその意義について解説
し、日本社会にもたらすメ
リットについて国民に知って
もらうことを試みた。

森内浩幸・教授 変化に対応、準備着々と 日本経済新聞 2024年9月12日

新型コロナパンデミックの
後、種々の感染症の流行状況
に大きな変化が見られている
ことを解説し、感染予防対策
について読者を啓発した。
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 学術賞受賞

森内浩幸・教授
盛山大臣（当時）が感染症研
究施設を視察（長崎大）

文教速報（第9452
号）

2024年10月2日

盛山文科大臣による長崎大学
BSL-4施設の視察について報告
し、本施設の意義について解
説した。

森内浩幸・教授
新型コロナワクチン レプリ
コンは安全なのか？

週刊文春（第65巻
第38号）

2024年10月10日

新型コロナレプリコンワクチ
ンの安全性について解説し、
接種を躊躇う人への検討材料
を提供した。

森内浩幸・教授
高齢者５大ワクチンすべての
疑問に答える

週刊文春（第66巻
第40号）

2024年10月24日

高齢者に接種が勧められるワ
クチンについて解説し、接種
するかどうか迷う人への検討
材料を提供した。

森内浩幸・教授 手足口病 季節外れの拡大 讀賣新聞 2024年10月24日

手足口病が季節外れに流行し
ていることについて解説し、
感染予防対策に関する啓発を
行った。

森内浩幸・教授
冬を元気に過ごす！　免疫力
を高める１５のコツ

AERA with Kids 2024年12月5日
冬場に感染症に罹りやすい理
由について解説し、感染予防
対策に関する啓発を行った。

氏名・職 賞　の　名　称 授与機関名 授賞理由、研究内容等

森内浩幸・教授 感謝状 厚生労働大臣

新型コロナウイルス感染症と
いう未曾有の危機のなか、国
民の命を救うため医療・公衆
衛生分野の専門的・技術的見
地から、厚生労働省への助言
等尽力し、その功績を讃える
ため（R6.3.25)

森内浩幸・教授
RSウイルス　予防の選択肢広
がる

西日本新聞 2024年12月16日

乳児のRSウイルス感染症の重
症化を防ぐ新しい手段が登場
したことを解説し、オプショ
ンを提示した。
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